
一

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
本
誌
前
号
に
お
い
て
、「
法
隆
寺
行
信
の
思
想
」
と
題
し
、
法
隆

寺
の
行
信
の
『
仁
王
護
国
経
疏
』
を
取
り
上
げ
、
従
来
の
中
国
の
僧
侶
の
著
作

の
祖
述
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
低
い
評
価
に
対
し
て
再
検
討
を
加
え
、
次
の
よ

う
な
結
論
を
得
た
。
第
一
に
は
、
引
用
注
釈
書
が
宗
派
を
問
わ
ず
に
幅
広
く
渉

猟
さ
れ
、
特
に
、
異
端
派
の
円
測
の
『
仁
王
経
疏
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
は

注
目
さ
れ
る
。
第
二
に
、
清
弁
・
護
法
の
空
有
争
論
が
色
濃
く
反
映
し
て
お

り
、
南
都
六
宗
の
三
論
・
法
相
の
空
有
を
め
ぐ
る
争
論
の
経
緯
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
著
作
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上

の
二
点
か
ら
、
行
信
の
『
仁
王
護
国
経
疏
』
は
、
奈
良
時
代
仏
教
思
想
の
受
容

の
実
態
に
せ
ま
る
上
で
、
重
要
な
著
作
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

前
号
で
は
行
信
の
思
想
の
解
明
に
重
点
を
置
い
た
た
め
に
、
生
涯
に
関
す
る

点
は
捨
象
し
た
。
本
稿
で
は
、
行
信
の
生
涯
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
再
検
討
を

加
え
て
み
た
い
。
行
信
の
生
涯
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
古
く
か
ら
諸
先
学
に

よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
確
か
な
こ
と
は
、
律
師
や
大
僧
都
を
歴

任
し
た
こ
と
や
、
法
隆
寺
東
院
伽
藍
の
復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
未
解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
故
に
、
本

稿
で
は
、
以
下
の
諸
問
題
に
つ
い
て
究
明
し
て
み
た
い
。

　

第
一
に
は
、
法
隆
寺
東
院
伽
藍
の
復
興
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、

　

第
二
に
は
、
僧
綱
と
し
て
の
活
動
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、

　

第
三
に
は
、『
仁
王
経
疏
』
の
撰
述
と
仁
王
会
に
つ
い
て
、

　

第
四
に
は
、
厭
魅
事
件
と
行
信
と
の
関
連
及
び
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
な
ど

の
諸
問
題
で
あ
る
。

一
、
上
宮
王
院
（
法
隆
寺
東
院
）
の
創
建

　

実
在
と
し
て
の
行
信
が
史
上
に
姿
を
あ
ら
わ
す
の
は
、
上
宮
王
院
（
後
の
法

隆
寺
東
院
）
の
創
建
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
法
隆
寺
東
院
（
上
宮
王
院
）
の

行
信
の
伝
記
に
関
す
る
諸
問
題

松
　
本
　
信
　
道



二

縁
起
に
関
す
る
史
料
は
、（
１
）『
法
隆
寺
東
院
縁
起
』、（
２
）『
法
隆
寺
東
院

資
財
帳
』、（
３
）「
皇
太
子
御
斎
会
奏
文
」
の
三
点
が
あ
る
。（
１
）
が
狭
義
の

『
法
隆
寺
東
院
縁
起
』
で
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
所
収
の
も
の
で
あ

る
。（
２
）
の
『
法
隆
寺
東
院
資
財
帳
』
は
、
正
し
く
は
『
上
宮
王
院
縁
起
資

財
帳
』
で
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）、
法
隆
寺
三
綱
が
僧
綱
に
提
出
し
た

上
宮
王
院
（
後
に
法
隆
寺
東
院
と
称
さ
れ
る
）
の
縁
起
資
財
帳
で
あ
る
。

（
３
）
の
「
皇
太
子
御
斎
会
奏
文
」
は
、「
法
隆
寺
東
院
御
斎
会
表
白
」
と
も
呼

ば
れ
、
こ
の
史
料
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
末
期
以
降
、
平
安
前

期
ま
で
と
す
る
東
野
治
之（

１
）氏 

の
説
と
、
平
安
時
代
中
期
以
降
と
す
る
藤
井
由

紀
子（

２
）氏 

の
説
が
あ
る
。
上
記
（
１
）（
２
）（
３
）
の
史
料
は
、
発
見
・
書
写

年
代
が
中
世
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
問
題
も
あ
り
、
慎

重
な
史
料
批
判
を
要
す
る
と
し
て
も
、
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
上
宮
王
院
の
創

建
過
程
と
聖
徳
太
子
信
仰
を
考
え
る
上
で
の
基
本
史
料
で
あ
る
。

　

第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
行
信
に
よ
る
聖
徳
太
子
御
製
の
『
法
華
経
義

疏
』
の
発
見
と
奉
納
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
徳
太
子
御
製
の
『
法
華
経
疏
』

『
維
摩
経
疏
』『
勝
曼
経
疏
』
の
三
経
義
疏
が
上
宮
王
院
に
施
入
さ
れ
た
際
、
そ

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
法
華
経
疏
』
は
、
行
信
が
「
覓
求
奉
納
」
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
『
法
華
経
義
疏
』
を
お
さ
め
る
革
の
経
箱
を
光
明

皇
后
が
献
納
し
て
い
る
こ
と
は
、
行
信
と
光
明
皇
后
と
の
密
接
な
関
連
を
考
え

る
上
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
行
信
が
主
導
し
て
『
法
華
経
』
を
講
説
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
八
年
二
月
二
十
二
日
、
行
信
が
太
子
忌
日
に
皇
后
宮
職

大
進
の
阿
倍
真
人
等
を
率
い
て
、
講
師
に
律
師
の
道
慈
法
師
と
僧
尼
三
百
余
人

を
屈
請
し
て
、『
法
華
経
』
の
講
会
を
修
し
た
こ
と
を
記
す
。
行
信
と
『
法
華

経
』
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
く
に
、
こ
の
法
会
に
皇
后
宮
職
の
官
人

と
、
律
師
の
道
慈
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る（

３
）。

　

第
三
に
は
、
行
信
と
上
宮
王
院
（
法
隆
寺
東
院
）
の
創
建
に
関
す
る
記
事
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
隆
寺
東
院
縁
起
』
に
よ
る
と
、
斑
鳩
宮
の
故
地
の
荒

廃
を
嘆
い
た
行
信
が
、「
春
宮
坊
阿
倍
内
親
王
」（
後
の
孝
謙
天
皇
）
に
上
宮
王

院
の
造
営
を
奏
上
し
、
内
親
王
が
「
藤
原
捴
前
朝
臣
」（
藤
原
房
前
）
に
命
じ

て
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
四
月
十
日
に
こ
の
院
を
造
っ
た
と
す
る
。

　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
古
く
喜
田
貞
吉
氏
が
、
藤
原
房
前
は
天
平
九
年
に

す
で
に
死
没
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し（

４
）、
疑
問
を
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
天

平
七
年
に
阿
倍
内
親
王
が
「
春
宮
坊
」（
皇
太
子
）
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
は
天
平
十
年（

５
）で
あ
り
、
天
平
七
年
の
時
点
で

は
、
ま
だ
春
宮
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

６
）。

　

林
幹
彌
は
、
寺
家
の
縁
起
に
は
、
矛
盾
・
無
稽
の
記
事
が
含
ま
れ
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
通
例
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、「
皇
太
子
御
斎
会
奏
文
」
の
部
分
に
着

目
し
て
検
証
し
、
そ
の
上
で
い
く
つ
か
の
記
事
は
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
る
と



三

い
う
見
解
を
示
さ
れ
た（

７
）。

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
矛
盾
点
が
あ
る
こ
と
に
留
意

し
な
が
ら
も
、
林
幹
彌
氏
の
説
を
援
用
し
、
上
宮
王
院
の
創
建
時
か
ら
そ
れ
ほ

ど
下
ら
な
い
時
期
の
史
料
と
し
て
評
価
し
、
そ
の
記
載
内
容
に
あ
る
程
度
の
信

憑
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

上
宮
王
院
の
造
営
の
主
体
に
つ
い
て
は
、
若
井
敏
明
氏
は
、
阿
倍
内
親
王
を

は
じ
め
橘
三
千
代
に
つ
な
が
る
女
性
た
ち
が
、
太
子
の
忌
日
に
『
法
華
経
』
を

講
読
さ
せ
る
た
め
に
、
堂
宇
の
造
立
を
発
願
し
た
と
推
定
さ
れ
た（

８
）。

さ
ら
に
東

野
治
之
氏
は
、
な
か
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
光
明
皇
后
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
光
明
皇
后
の
家
政
機
関
で
あ
る
皇
后

宮
職
の
役
人
の
「
安
宿
部
真
人
」
が
造
営
に
参
画
し
て
い
る
点
を
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
「
安
宿
部
真
人
」
に
つ
い
て
鷲
森
浩
幸
氏
は
、
天
平
六
年
八
月
か

ら
九
年
四
月
に
か
け
て
の
五
通
の
皇
后
宮
職
の
発
給
文
書
に
署
名
し
て
い
る

「
皇
后
宮
職
大
進
安
宿
倍
真
人
」
と
同
一
人
物
で
、
当
時
皇
后
宮
職
に
実
在
し

た
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る（

９
）。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
法

隆
寺
東
院
縁
起
』
の
上
宮
王
院
造
営
に
関
す
る
記
事
は
、
信
憑
性
が
高
く
信
頼

す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
故
に
、
行
信
が
上
宮
王
院
の
造
立

に
関
与
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
何
故
、
行
信
が
上
宮
王
院
の
創
建
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

と
い
う
、
そ
の
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

天
平
期
の
政
治
状
況
を
概
観
す
る
と
、
第
一
に
は
、「
災
厄
」
の
問
題
が
あ

る
。
天
平
元
年
の
長
屋
王
の
変
後
、
天
平
七
年
の
疫
病
の
流
行
に
よ
る
藤
原
四

兄
弟
の
死
亡
に
象
徴
さ
れ
る
「
災
厄
」
の
克
服
が
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
聖

武
天
皇
は
、
連
年
の
「
災
異
」
を
自
分
に
対
す
る
天
の
譴
責
と
受
け
止
め
、
天

皇
と
し
て
失
格
で
は
な
い
か
と
い
う
非
難
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
宗
教
的
機
能
の
面
で
危
機
感
を
完
全
に
除
去
・
払
拭
し
、
天
皇
の
立

場
を
回
復
す
る
す
る
必
要
が
あ
っ
た（
（（
（

。

　

近
藤
有
宜
氏
は
、
上
宮
王
院
の
夢
殿
に
安
置
さ
れ
る
救
世
観
音
像
は
、
天
然

痘
退
散
の
祈
願
を
込
め
て
光
明
皇
后
に
よ
っ
て
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
を
唱
え

ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

倉
西
裕
子
氏
は
、「
災
異
」
の
原
因
を
長
屋
王
の
祟
り
と
考
え
た
光
明
皇
后

が
、
鎮
魂
の
目
的
で
発
願
し
た
と
い
う
仮
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
如
上
の
こ
と
が
ら
に
加
え
て
、
光
明
子
自
身
の
内
面
的
な

問
題
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
五
年
正
月
に

母
の
橘
三
千
代
が
薨
去
す
る
と
、
自
身
も
病
に
倒
れ
、
そ
れ
が
治
癒
せ
ず
内
面

的
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
翌
年
よ
り
法
隆

寺
へ
の
寄
進
が
継
続
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
の
問
題
が
あ
る
。
本
郷
真
紹
氏
は
、
女

性
で
初
の
皇
太
子
と
な
っ
た
阿
倍
内
親
王
の
権
威
を
構
築
す
る
こ
と
が
天
平
期

の
王
権
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
鷲
森
浩
幸
氏

は
、
上
宮
王
院
が
天
平
九
年
こ
ろ
に
阿
倍
立
太
子
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
正
当
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性
を
示
す
た
め
に
創
建
さ
れ
、
そ
の
背
景
に
は
、
以
前
か
ら
の
光
明
皇
后
や
行

信
な
ど
と
法
隆
寺
と
の
深
い
関
連
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
勝

浦
令
子
氏
は
、
前
代
未
聞
の
女
性
皇
太
子
実
現
に
か
か
わ
る
、
大
規
模
な
政
治

的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
、
と
い
う（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
政
治
的
状
況
を
背
景
と
し
て
、
光
明
子
と
阿
倍
内
親
王
の
意

向
を
実
現
す
る
人
物
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
行
信
で
あ
っ
た
。

行
信
は
法
華
経
信
仰
と
聖
徳
太
子
信
仰
を
媒
介
と
し
て
、
法
隆
寺
と
光
明
子
・

阿
倍
内
親
王
を
結
び
つ
け
、
上
宮
王
院
の
創
建
を
敢
行
し
た
。
こ
の
点
に
、
行

信
の
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
光
明
子
・
阿
倍
内
親
王
と
行
信
と
の
密
接
な

人
的
信
頼
関
係
が
、
行
信
の
そ
の
後
の
動
向
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
。

二
、
僧
綱
と
し
て
の
活
動

　

次
に
、
第
二
の
問
題
点
で
あ
る
僧
綱
と
し
て
の
行
信
の
活
動
と
そ
の
評
価
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
天
平
一
〇
年
閏
七
月
に
行
信
が
律
師
に
任
命
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。『
僧
綱
補
任
』
と
『
七
大
寺
年
表
』
に
も
同
様
の
記

事
が
見
え
る
が
、
所
属
寺
院
を
元
興
寺
と
し
て
い
る（

（（
（

。『
法
隆
寺
東
院
縁
起
資

材
帳
』
に
は
天
平
九
年
に
す
で
に
律
師
で
あ
っ
た
ご
と
く
記
す
が
、
中
井
真
孝

氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
溯
称
で
あ
ろ
う（

（（
（

。『
続
日
本
紀
』
に
は
、

行
信
の
そ
の
後
の
叙
任
に
つ
い
て
の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。『
僧
綱
補
任
』
と

『
七
大
寺
年
表
』
に
は
、
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
律
師
と
し
て
行
信
の
名
が
見
え

る
。

　

こ
こ
で
も
問
題
に
な
る
の
は
、
天
平
一
〇
年
と
い
う
年
次
に
何
故
、
行
信
が

律
師
に
任
命
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
行
信
の
律
師
任
命

の
政
治
的
背
景
で
あ
る
。
そ
の
前
後
の
僧
綱
の
動
向
を
み
る
と
、
天
平
九
年
八

月
に
玄
昉
が
僧
正
に
就
任
し
、
同
年
に
少
僧
都
の
神
叡
が
卒
去
し
、
そ
の
補
充

人
事
で
、
翌
年
閏
月
に
行
達
・
栄
弁
が
少
僧
都
に
、
行
信
が
律
師
に
就
任
し
て

い
る
。
当
時
の
律
師
の
定
員
が
一
名
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
正
し
い
と
す
る

と
、
こ
の
時
点
で
、
律
師
で
あ
っ
た
道
慈
は
、
そ
の
職
を
辞
任
し
た
と
推
定
で

き
る
。
武
智
麻
呂
政
権
の
時
代
に
仏
教
界
に
重
き
を
成
し
て
き
た
三
論
宗
の
道

慈
に
替
わ
っ
て
、
新
た
に
橘
諸
兄
政
権
の
成
立
と
と
も
に
玄
昉
・
行
信
の
法
相

宗
系
体
制
へ
と
転
換
し
た
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
道
慈
と
行
信
と
の
関

係
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
平
八
年
二
月
二
十
二
日
の
太
子
忌
日
に
、
上
宮

王
院
に
於
い
て
行
信
が
主
導
し
て
、
講
師
に
道
慈
を
屈
請
し
て
『
法
華
経
』
を

講
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
友
好
関
係
に
あ
っ
た
が
、

こ
の
あ
と
、
三
論
宗
の
道
慈
と
法
相
宗
の
僧
と
の
間
に
思
想
的
対
立
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
道
慈
は
律
師
を
辞
任
し
た
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。

　

も
う
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
天
平
一
〇
年
と
う
い
う
年
次

に
阿
倍
内
親
王
が
立
太
子
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
信
と
光
明
子
・
阿
倍
内
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親
王
が
上
宮
王
院
の
創
建
を
通
じ
て
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
行
信
は
阿
倍
内
親
王
の
護
持
僧
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
行
信
の
律
師
任
命
に
は
、
光
明
子
・
阿
倍
内
親
王
の
推
薦
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。

　

次
に
、
行
信
の
大
僧
都
へ
の
昇
進
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
就
任
に
関
す
る

記
事
は
『
続
日
本
紀
』
に
見
え
な
い
が
、
天
平
二
〇
年
六
月
の
法
隆
寺
・
大
安

寺
・
元
興
寺
・
弘
福
寺
の
各
「
伽
藍
縁
起
並
流
記
資
財
帳
」
に
「
大
僧
都
行

信
」
と
署
名
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
以
前
に
大
僧
都
に
就
任
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る（

（（
（

。
そ
の
就
任
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が（

（（
（

、
中
井
真
孝
氏
は
天

平
一
九
年
一
〇
月
一
日
の
「
写
章
疏
目
録
僧
綱
検
定
」
に
「
大
僧
都
」
と
見
え

て
よ
り
以
来
、
天
平
勝
宝
二
年
二
月
二
〇
日
の
「
瑜
伽
論
奉
請（

（（
（

」
ま
で
、
大
僧

都
の
在
任
が
正
倉
院
文
書
に
多
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
就
任
は
、
天

平
一
七
年
か
、
そ
れ
よ
り
間
も
な
く
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
説
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
説
が
穏
当
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
こ
の
時
期
の
僧
綱
の
動
向
を
見
る
と
、
行
基

の
大
僧
正
就
任
と
玄
昉
の
左
遷
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
以
後
、
実
質
的
に
行
信
が
僧
綱
の
首
班
と
し
て
、
事
実
上
す
べ
て
を
取

り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（（
（

。
特
に
、
天
平
文
化
の
象
徴
的
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
国
分
寺
の
建
立
と
東
大
寺
の
大
仏
建
立
と
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
展
開
さ
れ
た
期
間
に
、
僧
綱
の
首
班
で
あ
っ
た
行
信
の
活
動
は
、
注
目
に
値

す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
以
後
、
大
僧
都
と
し
て
の
行
信
の
存
在
が
最
終
的
に
確
認
さ
れ
る
の

は
、
天
平
勝
宝
二
年
二
月
二
〇
日
付
の
「
僧
綱
請
収
注
文（
（（
（

」
で
あ
り
、
翌
三
年

七
月
一
二
日
付
の
「
経
疏
出
納
帳（

（（
（

」
に
は
「
僧
行
信
」、
同
四
年
十
月
二
八
日

「
奉
請
経
論
疏
目
録（

（（
（

」
に
は
、「
行
信
師
」
と
あ
る
の
み
で
肩
書
を
付
さ
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
日
下
無
倫
氏
は
、
こ
の
間
に
示
寂
し
た
と
推
定
さ
れ
る（

（（
（

。
他

方
、
中
井
真
孝（

（（
（

氏
と
本
郷
真
紹（

（（
（

氏
は
、
勝
宝
二
、
三
年
の
交
に
大
僧
都
を
辞
任

も
し
く
は
解
任
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
後
節
で
詳
し
く
考
察
す
る
。

三
、
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
撰
述
と
仁
王
会

　

行
信
が
『
仁
王
経
』
の
注
釈
書
『
仁
王
経
疏
』
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
で
検
討
し
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行

信
が
何
時
、
如
何
な
る
目
的
で
『
疏
』
を
著
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

田
島
徳
音
氏
は
、
天
平
勝
宝
二
年
五
月
の
『
仁
王
経
』
講
説
の
際
の
「
講

本
」
の
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
指
摘
は
、

行
信
が
律
師
・
大
僧
都
と
僧
綱
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
そ
の
可
能
性
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
は
、
田
島
徳
音
氏
が
指
摘
さ
れ
た
天
平
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勝
宝
二
年
五
月
以
前
に
も
、『
続
日
本
紀
』
に
は
、
天
平
元
年
六
月
、
同
一
八

年
三
月
、
同
一
九
年
五
月
に
、
ま
た
、
そ
れ
以
後
に
も
、
天
平
勝
宝
五
年
三

月
、
同
八
年
一
二
月
に
、『
仁
王
経
』
が
講
説
さ
れ
た
記
事
が
散
見
し
、
そ
れ

ら
の
う
ち
、
何
れ
の
時
点
の
「
講
本
」
を
目
的
と
し
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。

以
下
、
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
の
撰
述
の
史
的
背
景
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
、

撰
述
時
期
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　

行
信
の
『
疏
』
の
成
立
と
密
接
に
関
連
す
る
の
が
、『
仁
王
経
』
の
経
説
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
仁
王
会
の
存
在
で
あ
る
。
仁
王
会
と
行
信
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
前
掲
の
田
島
徳
音
氏
の
説
以
後
、
近
年
、
足
立
俊
弘（

（（
（

氏
の
詳
細
な

論
考
が
あ
り
有
益
で
あ
る
が
、
そ
の
撰
述
時
期
と
目
的
に
つ
い
て
は
再
検
討
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
古
代
の
仁
王
会
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
林
隆
之（

（（
（

氏
の
詳
細
な
研
究
が

あ
る
。
以
下
、
そ
の
論
を
参
照
し
て
、
行
信
と
仁
王
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
た
い
。

　

仁
王
会
と
行
信
の
繋
が
り
を
推
測
で
き
る
点
と
し
て
、
僧
綱
と
仁
王
会
の
関

連
が
あ
る
。
国
家
的
仏
教
儀
礼
で
あ
る
仁
王
会
の
実
施
に
、
僧
綱
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
儀
礼
の
国
家
的
性
格
か
ら
容
易
に
推

測
で
き
る
。
行
信
が
律
師
に
任
命
さ
れ
た
天
平
十
年
以
後
、
天
平
勝
宝
六
年
に

下
野
薬
師
寺
に
配
流
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
た
仁
王
会
は
、
天
平
一
八

年
三
月（

（（
（

、
天
平
十
九
年
五
月（

（（
（

、
天
平
勝
宝
二
年
五
月（

（（
（

、
天
平
勝
宝
五
年
三
月（

（（
（

の

五
回
で
あ
る
。

　

天
平
勝
宝
五
年
の
仁
王
会
は
、
行
信
は
関
与
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
第
一

の
理
由
は
、
こ
の
仁
王
会
の
全
体
的
な
統
括
者
は
善
珠
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
第
二
の
理
由
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
に
は
行
信
は
、
大
僧
都
を

辞
任
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は
解
任
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

時
の
仁
王
会
に
は
行
信
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
残
る

四
回
の
仁
王
会
に
行
信
は
、
僧
綱
の
一
員
と
し
て
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
天
平
勝
宝
二
年
の
仁
王
会
で
あ
る
。
こ
の
仁
王
会

は
、
前
年
の
聖
武
天
皇
の
譲
位
に
よ
っ
て
、
皇
太
子
の
阿
倍
内
親
王
が
即
位

し
、
孝
謙
天
皇
と
し
て
の
存
在
を
天
下
に
示
す
た
め
に
挙
行
さ
れ
た
一
代
一
度

の
初
例
と
な
る
画
期
的
法
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
法
会
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
の
は
、
僧
綱
の
首
班
で
あ
る
大
僧
都
の
行
信
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
大
僧
正
の
行
基
な
き
あ
と
の
僧
綱
を
実
質

的
に
主
導
し
て
い
た
の
が
行
信
で
あ
り
、
僧
綱
が
仁
王
会
の
実
施
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
行
信
と
阿
倍
内
親
王
と
の

密
接
な
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
信
と
阿
倍
内
親
王
は
、
す
で
に

法
隆
寺
上
宮
王
院
（
東
院
）
の
創
建
過
程
と
内
親
王
の
立
太
子
の
経
緯
の
と
こ

ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
以
前
か
ら
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、

行
信
は
阿
倍
内
親
王
の
護
持
僧
的
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
そ



七

の
皇
太
子
の
阿
倍
内
親
王
が
即
位
し
た
こ
と
を
天
下
に
宣
言
す
る
儀
礼
の
仁
王

会
の
挙
行
の
背
後
に
は
、
精
神
的
支
え
と
し
て
護
持
僧
的
存
在
の
行
信
が
重
要

な
位
置
に
あ
り
、
仁
王
会
の
実
施
に
あ
っ
て
は
、
全
面
的
に
援
助
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
史
的
状
況
を
背
景
と
し
て
、
行
信
は
仁
王
会
の
実
施
に
当
た
っ

て
根
本
経
典
で
あ
る
『
仁
王
経
』
へ
の
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め
、
主
導
者
の
立

場
か
ら
講
師
た
ち
に
対
し
て
指
針
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に
中
林
隆
之
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
一
〇
〇
人
の
講
師
の
講
説
用
の
『
仁
王
経
』
が
一
〇
〇
部
準
備
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
場
合
は
『
仁
王
経
』
で
は
な
く
、
円
測
の
『
仁
王
経
疏
』

（
上
・
中
・
下
の
三
巻
）
一
〇
〇
部
で
、
そ
の
す
べ
て
が
書
写
に
よ
っ
て
用
意

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る（

（（
（

。
同
氏
は
「
孝
謙
即
位
に
と
も
な
う
一
代
一
講
の
仁
王

会
で
あ
っ
た
こ
と
」
と
、「
疏
は
『
仁
王
経
』
の
講
説
を
一
層
詳
し
く
実
施
す

る
た
め
に
副
次
的
に
使
用
さ
れ
た
も
の
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

円
測
の
『
仁
王
経
疏
』
が
、
行
信
に
『
仁
王
経
疏
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
こ
の
度
の
仁
王
会
の
講
説
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
円
測
の
疏
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
円
測
の
疏
を
重
要
視
し
、

自
著
に
引
用
し
て
い
る
行
信
の
存
在
と
そ
の
指
示
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

換
言
す
る
と
、
行
信
の
指
示
に
よ
っ
て
円
測
の
疏
が
仁
王
会
の
講
説
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
行
信
疏
の
成
立
時
期
と
関
連
す
る
点
で
あ
る

が
、
天
平
勝
宝
五
年
の
仁
王
会
に
お
い
て
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
が
奉
請
さ

れ
、
講
説
の
参
考
と
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と（
（（
（

を
勘
案
す
る
と
、
何

故
、
天
平
勝
宝
二
年
の
仁
王
会
に
お
い
て
、
行
信
の
疏
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
奉

請
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
行
信
の
疏
が
奉
請
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
行
信
の
疏
が
こ
の
時
点
で
は
未
成
立
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
撰
述
時
期
は
、
こ
の
仁
王
会
以
後
、
次
回
の
仁
王
会
が
実
施
さ
れ

る
天
平
勝
宝
五
年
以
前
の
間
と
推
定
で
き
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
僧
綱
の
首
班
で
あ
る
大
僧
都
の
行
信
が
、
孝
謙
天

皇
の
即
位
を
天
下
に
示
す
た
め
に
挙
行
さ
れ
た
天
平
勝
宝
二
年
の
仁
王
会
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
こ
と
が
濃
厚
と
な
っ
た
。

　

こ
の
天
平
勝
宝
二
年
と
い
う
年
次
は
、
奇
し
く
も
前
節
で
み
た
よ
う
に
大
僧

都
と
し
て
の
行
信
の
名
が
見
え
な
く
な
る
時
期
と
符
合
す
る
。
こ
れ
が
単
な
る

偶
然
の
出
来
事
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
の
謎
を
解
く
ヒ
ン
ト
は
、
行
信
の
疏
の
内
容
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
内
容
と
は
、
す
で
に
前
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
清

弁
・
護
法
の
空
有
争
論
が
、
行
信
の
疏
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
類
推
す
る
と
、
天
平
勝
宝
二
年
の
仁
王
会
の
際
に
、
円
測
の

疏
に
見
え
る
空
有
争
論
の
部
分
に
つ
い
て
、
三
論
・
法
相
両
宗
の
間
で
解
釈
の



八

相
違
が
露
呈
し
、
そ
の
法
会
の
主
導
者
で
あ
る
行
信
に
、
そ
の
対
立
の
解
決
を

委
ね
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
へ
の
回
答
書
と
し
て
行

信
は
自
ら
注
釈
書
を
撰
述
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
行
信

の
『
仁
王
経
疏
』
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
井
真
孝
氏
と
本
郷
真
紹
氏

が
提
示
さ
れ
た
勝
宝
二
、
三
年
の
交
に
行
信
が
大
僧
都
を
辞
任
も
し
く
は
解
任

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
と
の
関
連
で
あ
る
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
理
由
は
、

翌
年
四
月
に
僧
綱
の
新
人
事
が
発
令
さ
れ
、
僧
正
に
菩
提
、
少
僧
都
に
良
弁
、

律
師
に
道
璿
と
隆
尊
が
任
命
さ
れ
、
行
信
の
大
僧
都
首
班
体
制
が
終
焉
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
補
任
が
、
翌
天
平
勝
宝
四
年
の
開
眼
会
を
見
越
し
て
行
な
わ

れ
た
新
た
な
僧
綱
人
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
橘
諸
兄
体
制
下
の
行
信
を
首
班
と
す
る
僧
綱
か
ら
、
藤
原
仲
麻
呂
の
主
導

に
よ
る
菩
提
・
良
弁
を
首
班
と
す
る
僧
綱
へ
と
政
治
的
状
況
が
移
行
し
た
こ
と

を
示
す
。

　

第
二
の
理
由
は
、
す
で
に
瀧
浪
貞
子（

（（
（

氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、

翌
四
年
四
月
の
東
大
寺
の
大
仏
開
眼
会
に
行
信
の
名
が
見
え
ず
、
少
な
く
と
も

大
僧
都
の
立
場
か
ら
大
仏
開
眼
会
に
関
わ
っ
た
形
跡
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
、

そ
の
理
由
は
、
開
眼
会
の
事
実
上
の
推
進
者
で
あ
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ

て
、
行
信
は
意
図
的
に
排
除
さ
れ
た
と
、
推
定
で
き
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
人
事
に
つ
い
て
飯
沼
賢
司（
（（
（

氏
は
、
そ
れ
ま
で
僧
綱
の
ト
プ
と
し
て
事
実
上
聖

武
天
皇
の
仏
教
政
策
を
推
進
し
て
き
た
大
僧
都
行
信
は
、
窮
地
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
の
理
由
は
、
翌
五
年
三
月
の
仁
王
会
の
主
導
者
と
し
て
、『
仁
王
経

疏
』
の
著
作
が
あ
り
仁
王
会
に
精
通
し
て
い
る
行
信
で
は
な
く
、
善
珠
が
任
命

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

以
上
の
三
点
の
理
由
に
よ
り
、
行
信
は
天
平
勝
宝
二
年
の
仁
王
会
を
契
機
と

し
て
、
大
僧
都
を
辞
任
し
た
か
、
も
し
く
は
解
任
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

四
、
厭
魅
事
件
と
行
信

　

そ
の
後
の
行
信
の
動
向
を
窺
う
も
の
と
し
て
、『
続
日
本
紀
』
の
天
平
勝
宝

六
年
十
一
月
甲
申
条
の
「
薬
師
寺
僧
行
信
、
与
二
八
幡
神
宮
主
神
大
神
朝
臣
多

麻
呂
等
一
、
同
レ
意
厭
魅
、
下
二
所
司
一
推
勘
、
罪
合
二
遠
流
一
、
於
レ
是
、
遣
二
中

納
言
多
治
比
真
人
広
足
一
、
就
二
薬
師
寺
一
、
宣　
レ
詔
、
以
二
行
信
一
配
二
下
野

薬
師
寺
一
。」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　

こ
の
薬
師
寺
僧
行
信
が
前
掲
の
大
僧
都
行
信
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
、
否
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
、
同
人
説（

（（
（

と
別
人

説（
（（
（

が
あ
る
。
戦
前
の
研
究
者
の
多
く
は
、
別
人
説
を
と
る
傾
向
に
あ
り
、
近
年



九

の
研
究
者
は
、
同
一
人
物
説
を
支
持
す
る
人
が
多
い
。

　

筆
者
は
、
同
一
人
物
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
す
で
に
飯
田
瑞
穂

氏
や
増
尾
伸
一
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
平
勝
宝
三
年
七
月
十
二

日
付
の
「
経
疏
出
納
帳
」
の
「
僧
行
信
」
の
自
署
は
、
天
平
勝
宝
二
年
以
前
の

大
僧
都
で
あ
っ
た
行
信
の
文
書
の
自
署
と
同
一
筆
跡
で
あ
る
こ
と
、
第
二
の
理

由
は
、
吉
田
一
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、（
ａ
）
活
動
時
期
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
、（
ｂ
）
当
時
僧
綱
所
が
薬
師
寺
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、（
ｃ
）
急

速
に
勢
力
を
伸
長
し
て
き
た
大
神
杜
女
や
多
麻
呂
が
接
近
す
る
に
は
大
僧
都
と

い
う
有
力
僧
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
薬
師
寺
僧
の
行
信
と
大
僧
都
行

信
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
師
寺
僧
と
あ
る
の
は
、
薬
師
寺

が
僧
綱
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

こ
の
厭
魅
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
法
の
運
用
に
関
す
る
法
的
側
面
に
つ

い
て
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
何
故
、
行

信
が
厭
魅
を
行
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
厭
魅
の
対
象
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
と

い
う
厭
魅
事
件
の
政
治
的
背
景
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
法
隆
寺
東
院
創
建
の
段
階
か
ら
橘
諸
兄
の
一
族
と
密
接

な
関
係
に
あ
っ
た
行
信
が
、
そ
の
諸
兄
の
対
立
者
で
あ
る
藤
原
仲
麻
呂
の
台
頭

に
よ
り
、
僧
綱
の
首
班
か
ら
排
除
さ
れ
た
行
信
が
、
怨
念
を
抱
き
、
仲
麻
呂
や

そ
の
一
族
を
厭
魅
し
た
、
と
す
る
飯
沼
賢
司（

（（
（

氏
や
瀧
浪
貞
子（

（（
（

氏
の
説
が
穏
当
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
行
信
の
伝
記
に
関
し
て
再
検
討
し
て
み
た
結
果
、
以
下
の
諸
点
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
に
は
、
法
隆
寺
東
院
伽
藍
の
復
興
に
行
信
が
重
要
な
役

割
を
果
し
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
僧
綱
と
し
て
の
活
動
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、

第
三
に
は
、
行
信
の
『
仁
王
経
疏
』
の
撰
述
と
仁
王
会
が
密
接
な
関
連
を
有
す

る
こ
と
、
第
四
に
は
、
行
信
の
厭
魅
事
件
の
背
景
に
は
、
当
時
の
政
治
状
況
が

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

行
信
が
奈
良
仏
教
の
展
開
に
果
た
し
た
役
割
は
、
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評

価
で
き
よ
う
。

註（
１
）　

東
野
治
之
「
法
隆
寺
献
納
宝
物　

皇
太
子
御
斎
会
奏
文
の
基
礎
的
考
察
」

（『M
U

SEU
M

』
第
六
〇
七
号
、
二
〇
〇
七
年
、
の
ち
、『
大
和
古
寺
の
研

究
』
に
再
録
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、
塙
書
房
）。

（
２
）　

藤
井
由
紀
子
「『
皇
太
子
御
斎
会
奏
文
』
の
史
料
性
―
法
隆
寺
東
院
を
め
ぐ

る
縁
起
史
料
の
再
検
討
―
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
研
究
と
史
料
』

所
収
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）。

（
３
）　

道
慈
と
行
信
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
道
慈
の
律
師
辞
任
と



一
〇

そ
の
背
景
」（『
駒
沢
史
学
』
第
七
九
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
で
詳
説
し
た

こ
と
が
あ
る
。

（
４
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
四
月
辛
酉
条
、
喜
田
貞
吉
「
斑
鳩
宮
と
斑
鳩
寺
と

に
関
す
る
雑
考
」（『
夢
殿
』
第
二
冊
、
一
九
三
一
年
）。

（
５
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
年
正
月
壬
午
条
。

（
６
）　

太
田
博
太
郎
「
東
院
伽
藍
」（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺

大
観　

第
五
巻　

法
隆
寺
五
』
五
頁
、
一
九
七
一
年
九
月
）、
勝
浦
令
子

「
称
徳
天
皇
の
『
仏
教
と
王
権
』
―
八
世
紀
の
『
法
王
』
観
と
聖
徳
太
子

信
仰
の
特
質
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
六
編
第
四
号
、
一
九
九
七
年
四

月
、
の
ち
『
日
本
古
代
の
僧
尼
と
社
会
』
に
再
録
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、

吉
川
弘
文
館
）。

（
７
）　

林
幹
彌
「
法
隆
寺
と
上
宮
王
院
（
法
隆
寺
東
院
）」（『
太
子
信
仰
の
研
究
』

一
九
八
〇
年
二
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
８
）　

若
井
敏
明
「
法
隆
寺
と
古
代
寺
院
政
策
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
二
八
八

号
、
一
九
九
四
年
一
月
）。

（
９
）　

鷲
森
浩
幸
「
藤
原
光
明
子
家
に
関
す
る
一
史
料
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
三

〇
五
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）。

（
10
）　

遠
山
美
都
男
『
彷
徨
の
王
権　

聖
武
天
皇
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
、（
一
九

九
九
年
三
月
、
角
川
書
店
）、
本
郷
真
紹
「『
元
興
寺
縁
起
』
と
聖
徳
太
子
」

（
本
郷
真
紹
編
『
和
国
の
教
主　

聖
徳
太
子
』〈
日
本
の
名
僧
１
〉、
二
〇
〇

四
年
一
一
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
11
）　

近
藤
有
宜
「
法
隆
寺
東
院
の
救
世
観
音
像
安
置
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』

第
六
五
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
12
）　

倉
西
裕
子
『
聖
徳
太
子
と
法
隆
寺
の
謎
』（
二
〇
〇
五
年
二
月
、
平
凡
社
）。

し
か
し
、
何
故
に
、
光
明
皇
后
や
行
信
が
、
長
屋
王
の
祟
り
封
じ
と
鎮
魂
の

た
め
に
聖
徳
太
子
を
持
ち
出
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い

う
点
の
説
明
が
論
理
的
に
曖
昧
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
、
長
屋
王
の
鎮

魂
の
た
め
に
一
二
〇
年
も
前
に
存
在
し
て
い
た
聖
徳
太
子
が
必
要
で
あ
る
の

か
、
と
い
う
疑
問
点
が
残
る
。

（
13
）　

本
郷
真
紹
氏
前
掲
注
（
10
）
論
文
。

（
14
）　

鷲
森
浩
幸
氏
前
掲
注
（
9
）
論
文
。

（
15
）　

勝
浦
令
子
前
掲
注
（
6
）
論
文
。

（
16
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
一
〇
年
閏
七
月
乙
巳
条
。

（
17
）　
『
僧
綱
補
任
』
第
一
天
平
十
年
の
条
、（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
六
五
巻
、

史
伝
部
二
、
三
頁
ａ
）、『
七
大
寺
年
表
』
天
平
十
年
条
（『
大
日
本
仏
教
全

書
』
第
八
三
巻
、
寺
誌
部
一
、
三
五
二
頁
ｂ
）。

（
18
）　

中
井
真
孝
「
奈
良
時
代
の
僧
綱
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
』
上
巻
所

収
、
一
九
八
〇
年
五
月
）。

（
19
）　

前
掲
注
（
3
）
拙
稿
。

（
20
）　

同
二
〇
年
六
月
十
七
日
「
法
隆
寺
・
大
安
寺
・
元
興
寺
・
弘
福
寺
伽
藍
縁
起

並
流
記
資
財
帳
」『
大
日
本
古
文
書
』
第
二
巻
六
二
二
頁
・
六
六
〇
頁
、
第

三
巻
四
七
頁
、『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
三
八
九
頁
）。

（
21
）　
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
は
、
天
平
十
六
年
に
僧
都
と
記
さ
れ
（『
本
朝
高
僧
伝
』

第
六
四
の
行
基
の
条
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
六
三
巻
、
史
伝
部
二
、
三

六
〇
頁
ａ
）、『
七
大
寺
年
表
』
に
は
、
天
平
二
〇
年
に
大
僧
都
に
任
命
さ
れ

た
と
記
さ
れ
（『
七
大
寺
年
表
』
天
平
勝
宝
二
年
の
条
、『
大
日
本
仏
教
全

書
』
第
八
三
巻
、
寺
誌
部
一
、
三
五
三
頁
ｂ
）、
佐
伯
良
謙
氏
は
、
天
平
一

七
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
（
同
氏
「
法
隆
寺
行
信
僧
都
に
就
て
」『
仏
書
研

究
』
一
二
号
、
一
九
一
五
年
八
月
）。

（
22
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
第
十
一
巻
七
六
頁
。

（
23
）　

中
井
真
孝
氏
前
掲
注
（
18
）
論
文
。

（
24
）　

本
郷
真
紹
「
宝
亀
年
間
に
於
け
る
僧
綱
の
変
容
」（『
史
林
』
第
六
八
巻
第
二



一
一

号
、
一
九
八
五
年
三
月
、
の
ち
『
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
』
に
再
録
、
二
〇

〇
五
年
三
月
）。

（
25
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
第
一
一
巻
七
六
頁
。

（
26
）　

同
右
、
第
三
巻
五
一
二
頁
。

（
27
）　

同
右
、
第
一
二
巻
三
六
五
頁
。

（
28
）　

日
下
無
倫
「
行
信
僧
都
の
事
蹟
に
つ
い
て
」（『
無
尽
燈
』
第
二
四
巻
第
六

号
、
一
九
一
九
年
六
月
、
の
ち
『
真
宗
史
の
研
究
』
に
再
録
、
一
九
三
一
年

七
月
）。

（
29
）　

中
井
真
孝
氏
前
掲
注
（
18
）
論
文
。

（
30
）　

本
郷
真
紹
氏
前
掲
注
（
24
）
論
文
。

（
31
）　

田
島
徳
音
「
仁
王
護
国
経
疏
」（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
八
巻
、
三
九
〇

頁
）。

（
32
）　

足
立
俊
弘
「
行
信
『
仁
王
経
疏
』
の
研
究
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
三

七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
33
）　

中
林
隆
之
「
日
本
古
代
の
仁
王
会
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
第
六
号
、
一
九

九
九
年
、
の
ち
『
日
本
古
代
国
家
の
仏
教
編
成
』
に
再
録
、
二
〇
〇
七
年
二

月
、
塙
書
房
）。

（
34
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
一
八
年
三
月
丁
卯
（
十
五
日
）
条
「
勅
曰
、
興
二
隆
三
宝
一

国
家
之
福
田
。
撫
二
育
万
民
一
先
王
之
茂
典
。
是
以
為
レ
令
二
皇
基
永
固
、
宝

胤
長
承
、
天
下
安
寧
、
黎
元
利
益
一
。
仍
講
二
仁
王
般
若
経
一
。」。

（
35
）　

同
右
、
天
平
十
九
年
五
月
庚
寅
（
十
五
日
）
条
「
於
二
南
苑
一
講
二
説
仁
王
経
一
、

令
二
天
下
諸
国
亦
同
講
一
焉
」。

（
36
）　

同
右
、
天
平
勝
宝
二
年
五
月
乙
未
（
八
日
）
条
「
於
二
中
宮
安
殿
一
請
二
僧
一

百
一
講
二
仁
王
経
一
。
并
令
二
左
右
京
、
四
畿
内
、
七
道
諸
国
講
説
一
焉
。」。

（
37
）　

同
右
、
天
平
勝
宝
五
年
三
月
庚
午
（
二
十
九
日
）「
於
二
東
大
寺
一
設
二
百
高
座
一

講
二
仁
王
経
一
。
是
日
飄
風
起
説
経
不
レ
竟
。
於
レ
後
、
以
二
四
月
九
日
一
、
講

説
飄
風
亦
発
。」。

（
38
）　

中
林
隆
之
氏
前
掲
注
（
33
）
論
文
。

（
39
）　

天
平
勝
宝
五
年
二
月
二
三
日
「
東
大
寺
僧
教
輪
経
疏
奉
請
啓
」（『
大
日
本
古

文
書
』
第
一
二
巻
四
二
一
頁
）。

（
40
）　

瀧
浪
貞
子
『
奈
良
朝
の
政
変
と
道
鏡
』〈
敗
者
の
日
本
史
２
〉（
二
〇
一
三
年

三
月
）。

（
41
）　

飯
沼
賢
司
『
八
幡
神
と
は
な
に
か
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）。

（
42
）　
『
良
訓
補
忘
集
』、
境
野
黄
洋
『
日
本
仏
教
史
講
話
』
六
〇
一
頁
（
一
九
三
一

年
四
月
、
森
江
書
店
、
の
ち
『
境
野
黄
洋
選
集
』
第
四
巻
に
再
録
、
二
〇
〇

五
年
五
月
）、
鶴
岡
静
夫
「
沙
門
行
信
」（『
古
代
仏
教
史
研
究
』
所
収
、
一

九
六
五
年
六
月
）、
飯
田
瑞
穂
「
行
信
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
三
一

一
～
三
一
二
頁
、
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
松
島
健
「
奈
良
朝
僧
侶

肖
像
彫
刻
試
論
―
鑑
真
像
と
行
信
像
―
」（『
仏
教
芸
術
』
一
七
六
号
、

一
九
八
八
年
一
月
）、
神
居
敬
吉
「
天
平
勝
宝
六
年
「
厭
魅
」
弾
圧
事
件
」

（『
歴
史
評
論
』
第
二
三
九
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
吉
田
一
彦
「
行
信
厭

魅
事
件
に
お
け
る
法
の
運
用
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
二
四
二
号
、
一
九
八

五
年
一
二
月
）、『
続
日
本
紀
』（
三
）〈
新
日
本
古
典
体
系
14
〉（
一
九
九
二

年
一
一
月
）、
増
尾
伸
一
郎
「
上
宮
王
院
と
法
隆
寺
僧
行
信
―
奈
良
時
代
前

期
に
お
け
る
太
子
信
仰
の
一
面
―
」（
吉
田
一
彦
編
『
変
貌
す
る
聖
徳
太

子
』
所
収
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）、
足
立
俊
弘
前
掲
注
（
32
）
論
文
、
瀧

浪
貞
子
氏
前
掲
注
（
40
）
書
。

（
43
）　

久
米
邦
武
『
奈
良
朝
史
』（
一
九
〇
七
年
五
月
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）、
村

尾
元
融
『
続
日
本
紀
考
証
』
巻
五
、
三
三
頁
、
日
下
無
倫
氏
前
掲
注
（
28
）

論
文
、
大
屋
徳
城
「
東
院
の
経
営
と
行
信
及
び
道
詮
」（『
夢
殿
』
第
二
号
、

一
九
三
四
年
月
）、
佐
伯
良
謙
氏
前
掲
注
（
21
）
論
文
、
伊
藤
力
甫
「
行
信

の
仁
王
経
疏
に
つ
い
て
―
境
野
説
に
対
す
る
疑
問
―
」（『
宇
宙
』
第
一



一
二

二
巻
第
七
号
、
一
九
三
七
年
）、
富
貴
原
章
信
（『
日
本
唯
識
思
想
史
』
一
六

一
～
一
六
三
頁
、
一
九
四
四
年
五
月
、
大
雅
堂
、
の
ち
『
富
貴
原
章
信
仏
教

学
選
集
』
第
三
巻
に
再
録
、
一
九
八
九
年
一
年
、
国
書
刊
行
会
）、
た
な
か

し
げ
ひ
さ
「
元
興
寺
行
信
・
薬
師
寺
行
信
と
法
隆
寺
行
信
」（『
史
跡
と
美

術
』
第
四
一
巻
第
六
号
、
一
九
七
一
年
七
月
）、
林
陸
朗
『
完
訳
注
釈　

続

日
本
紀
』〈
古
典
文
庫
〉
第
三
分
冊
、
二
五
頁
、（
現
代
思
潮
社
、
一
九
八
六

年
一
二
月
）、
直
木
孝
次
郎
『
続
日
本
紀
』
２
〈
東
洋
文
庫
４
８
９
〉
二
三

五
頁
（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
八
月
）。

（
44
）　
『
続
日
本
紀
』
養
老
六
年
七
月
己
卯
条
に
「
其
僧
綱
者
。（
中
略
）
宜
下
以
二
薬

師
寺
一
常
為
中
住
居
上
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
僧
綱
は
薬
師
寺
に
常
駐
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）　

神
居
敬
吉
氏
前
掲
注
（
42
）
論
文
。
橋
本
政
良
「
僧
尼
令
の
科
罪
方
式

（
上
）（
下
）」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
一
七
四
・
一
七
五
号
、
一
九
七
四
年

八
・
一
〇
月
）、
中
井
真
孝
「
僧
尼
令
に
お
け
る
犯
罪
と
刑
罰
」（
大
阪
歴
史

学
会
編
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
所
収
、
一
九
七
六
年
一
月
）、
水
本

浩
典
「『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
律
適
用
の
一
例
―
行
信
厭
魅
事
件
―
」

（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
二
〇
〇
号
、
一
九
七
八
年
一
二
月
）、
斎
川
真
「
賊

盗
津
厭
魅
條
を
め
ぐ
っ
て
」（
瀧
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
『
律
令
制

の
諸
問
題
』
所
収
、
一
九
八
四
年
五
月
）、
吉
田
一
彦
氏
前
掲
注
（
42
）
論

文
。

（
46
）　

飯
沼
賢
司
氏
前
掲
注
（
41
）
論
文
。

（
47
）　

瀧
浪
貞
子
氏
前
掲
注
（
40
）
書
。


